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親
鸞
聖
人
の

『

華
厳
経
』

観

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

永
原

　
智
行

　

親
鸞
に

と

っ

て
、

真
実
の

教
は

、

「

そ
れ

真
実
の

教
を
顕
さ
ば

、

す
な

は

ち

『

大

無
量

寿
経
』

こ

れ
な

り
。

」

と

『

大
経
』

で

あ
る
。

正
依
の

経

典
は

浄
土
三

部
経
で

あ
る

が
、

三

部
経
の

他
に

『

華
厳
経
』

と

『

涅
槃

経
』

を
は

じ

め

多
く
の

経
論
釈
を

も
ち
い

て

そ
の

思
想
を
補
完
し
て

論
じ

て

い

る
。

『

教
行

信
証
』

を
中
心
に

そ
の

『

華
厳
経
」

観
を
見
て

み

る
。

　

親
鸞
は
、

『

華

厳
経
』

の
］

道

を
以
て

本

願
の
］

実
の

大
道
と

し

て

い

る
。

『

涅

槃
経
』

の

実
諦
を

誓
願
一

仏
乗
と
し
て

、

『
華
厳
経
』

の

信
心
は

『

涅
槃

経
』

の

仏

性
で

あ
り

、

本
願
の

信

楽
と
し

た
。

性
功
徳
は、

『

華
厳

経
』

「

宝
王

如
来

性
起
品
」

を

受
け
て

い

る
。

性
起
は
、

仏
性
現
起
で

あ

る
。

成
仏
の

法
は

本
願
一

乗
で

あ
っ

て
、

本．
願
一

法
の

み
が

衆
生
を

大
菩

提
に

運
載
す
る

唯
一

無
二

の

法
と

し

て

い

る
。

一

乗
海
に
つ

い

て

は

「

行

巻
」

に

あ
る

。

】

乗
を

得
る

は、

阿
耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
る

こ

と
で

あ
る
。

一

乗
法
は

究
竟
の

仏
果
を

所
至

と

す
る

。

弘
願
法
の

所
至
は

第
十

一

願
の

滅
度
で

あ
る

。

御
自
釈
は

『

一

乗
要
決
』

と

ほ

ぼ

同
じ
で

あ
る

。

親
鸞
は

第
一
・

二

を
無
視
し
て、

第
三

を
と
っ

て
い

る
。

海
に

つ

い

て

本

願
力
の

力

用
で

あ
る

。

『

論

註
』

に

海
一

味
の

原
型
が

あ
る
。

本
願
｝

乗

海
は
、

凡
聖
・

逆
謗
闡
提
・

無
明
を

転
ず
る

。

阿
闍
世
の

よ

う
な
逆

謗
闡

提
が

転
じ
て

恒
沙
の

万
徳
と

な
る

。

恒
沙
の

無
明
が

転
じ
て

智

慧
と

な

る
。

罪
悪
は

人
間
の

根
元
的
な
も
の

で

ど

う
す
る
こ

と

も
で

き
ず

、

罪
を

消
さ
ず、

悪
を
廃
し
て

徳
と

す
る

の

で

あ
る

。

凡
聖
の

善
も

逆
謗
闡
提
の

悪
も
本
願
海
に
入
れ
ば

同
一

鹹
味
と
な

る
。

不
宿
屍
骸
と

あ
る

よ

う
に

浄

土
に

は

声
聞
縁

覚
は

な

く、

現
生
に

お

い

て

本
願
海
に
は

二

乗
自

力
は

宿

さ
な
い
．、

　

信
楽
釈
の

『

華

厳
経
』

「

入
法
界
品
」

は
、

普

賢
菩
薩
が

説
い

た
結
び

の

文
で

あ
る

。

『

華
厳
経
』

の

結
び
は

仏
道
の

始
ま
り
で

あ
る

。

普

賢
自

在
の

法
を
聞
い

て

信
心
を

お
こ

し、

信
心

歓
喜
し
て、

速
や

か
に

無
上

道

に

至
る

。

　

真
門
釈
で

善
知
識
の

重

要
性
を
弥
勒
が

善
財
童
子
に

語
っ

て

い

る
。

　
『

涅

槃
経
』

と

『

華
厳
経
』

の

連

引
に
つ

い

て
、

成
道
の

「

華
厳
経
』

か
ら

涅
槃
の

『

涅
槃
経
』

と

い

う
の

が
順
で

あ
る

。

そ
こ

を
親

鸞
は
涅

槃

か
ら

成
道
の

順
と

し

て

い

る
。

連

引
の

意
図
は、

『

涅
槃
経
』

は

往
相
の

証

果
で

あ
り、

『

華
厳
経
』

は

還
相
の

普
賢

行
を

示
す
こ

と、

従
果
向
因

に

よ
る

こ

と
、

『

涅

槃
経』

に

釈

尊
一

代
に
帰
す
る

こ

と
で

あ
る

。

　
『

華
厳
経
』

の

普
賢
の

行

徳
は

還

相
回
向
で

あ
る

。

す
べ

て

の

も
の

を

救
わ

ず
に

は

お
れ

な
い

大
悲
の

心
で

あ
る

。

弥

陀
の

慈
悲
の

極
ま
り
で

あ

る
。

浄
土
に
往
生

し
た

念

仏
者
は
大
悲
の

心
に

促
さ
れ
て、

生
死
の

世

界

に

戻
り、

普
賢
菩
薩
の

よ

う
に

自
在
の

救

済
活

動
を
す
る
の

で

あ
る

。

　

如
来
回
向
の

信
心
は

智
慧
と

慈
悲
の

徳
を
も
つ

仏
因
だ
か
ら、

信
心
の

行
者
は

如
来
と

等
し
い

。

等
し

い

は
、

ち
か

い
、

ほ
と

ん
ど

同
じ
と

い

う

意
味
で
、

仏
の

さ

と

り
で

あ
る

正
覚
と

ほ
と
ん

ど
同
じ
徳
を
も
つ

菩
薩
の

最
高
位
を
あ
ら
わ

す
等
覚
で

あ
る

。

念
仏
の

行

者
が
弥
勒
と

同
じ
く
次
生

で

必
ず
成
仏
す
る

身
に

定
ま
る

と
の

現
生
正
定

聚
を
い

う
の

で

あ
る

。

　

親
鸞
は、

等
同
を

明
ら
か

に

区
別
し
て

い

る
。

等
正

覚
の

解
釈
を、

魏

訳
の

『

大
経
』

の

仏
の

十

号
の

等
正

覚
と

、

『

如
来
会
』

の

等
正

覚
と

取

る

と

意
味
が

異
な
る

。

仏
の

十
号
は

仏

果
と

し
て

の

名
で

あ
る

。

『

如
来

会
』

の

等
正

覚
は
、

信
心
を

獲
得
し
た

者
が
正

定
聚
に

住
し

て
、

等
正

覚

の

位
に

い

る

の

で

あ
る

。

等
正

覚
を
、

仏
の

十

号
の

等
正
覚
と
と

る

と
、

信
心
を
獲
得
し

た

者
が
仏

果
を

得
る

こ

と
に

な
り、

信
一

念
の

時
に

正

定
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聚
に
住
す
る

こ

と
に

反
す
る

。

　
因
位
と
し

て

の

菩
薩
位
に

は

同
じ

を

用
い

て
、

果
位
の

仏
に

は

等
し
い

の

み
を
用
い

て

い

る
。

信
心
の

人
は

因

位
に

あ
る
者
で

あ
る

。

菩
薩
の

位

で

あ
り、

同
じ
と

表
現
し
て

い

る
。

　
親
鸞
は
、

『

華
厳
経
』

に
浄
土
教
要
素
を

見
て

い

る

の

で

あ
る

。

親
鸞
浄
土
教
に

お

け
る
光
の

形
而
上
学
的
意
義

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

安
藤

　
章
仁

　
あ
ら

ゆ
る

宗
教
に

お
い

て

光
の

持
つ

意
眛
は

大
き
い

が、

親
鸞
に

お
い

て

は
、

光
が

親
鸞
浄
土
教
を
成
立
さ
せ

る

存
在
論
的
意
味
を

持
ち、

し
か

も
多
様
な
理

解
が

示
さ
れ
る

と
こ

ろ

に

特
徴
が

あ
る

。

特
に

晩
年
七

十
代

か
ら

光
に

対
す
る

関
心
は

顕
著
に
深
ま
っ

て

い

く
。

　
親
鸞
の

光
に

関
す
る

用
語
例
を
調
べ

る

と
、

大
別
し
て

六

つ

の

理
解
が

あ
る

こ

と
が
わ
か
る

。

一

つ

は
、

光
と
し

て

の

仏
身
仏
土

で

あ
る

。

阿
弥

陀
の

言
語
や
「

浄
土

三

部
経
」

に

導
か

れ
な

が
ら

親
鸞
は

、

漢
語
和
語
の

白
著
の

中
で

光
と

し
て

の

仏
身
仏
土

論
を

展
開
し
て

い

る
。

二

つ

に

は
、

『

弥
陀
如

来
名
号
徳
』

の

清

浄
、

歓
喜、

智
慧
光
の

解
説
に

み
ら
れ
る

法

蔵
菩
薩
の

菩

薩
行
に

成
立

根
拠
を
も
つ

光
で

あ
る

。

こ

の

三

光
へ

の

注
視

は
、

玄
一

『

無
量

寿
経
記
』

や
憬
興
『

述

文
讃
』

と

い

っ

た

新
羅
浄
土

教

典
籍
か

ら
源

信
、

法
然
に

伝
承
さ
れ
る

日

本
浄
土
教
を

受
け
る

も
の

で

あ

り、

光
の

成
立
を

法
蔵
因
位
に

求
め
る

親
鸞
オ
リ

ジ

ナ

ル

の

理
論
的
根
拠

は

＝

念
多
念
文

意
』

の

二

種
法
身
論
に

示
さ
れ

て

い

る
。

三

つ

め

は

光

の

本
質
を
智
慧
と
し

、

ま
た

慈
悲
の

は
た
ら
き
と
み

る
こ

と
で

あ
る

。

光

と

し
て

の

智
慧
は
、

救
済
の

根
拠
で

あ
り

、

仏
名
の

根
拠
と
も
な
る

の

で
、

親
鸞
浄
土

教
に
お
い

て

は

大
切
な
理
解
で

あ
る

。

ま
た、

光
、

智
慧

、

慈

悲
を
有
機
的
な
無

限
の

は

た
ら

き
と
し
て

捉
え
る

の

も

親
鸞
の

光
に

関

す

る

大
乗
仏
教
的
理

解
で

あ
る

。

四
つ

め
は

、

は
た
ら
き
と
し
て

の

光
で

あ

る
。

こ

こ

で

は、

浄
土

教
の

伝
統
に

基
づ

き
無

明
の

闇
を
破

す
救
済
の

は

た

ら
き
と
し
て

光
が
捉
え
ら
れ
て

い

る
。

特
に

心
光
は
、

親

鸞
浄
土
教
に

お

い

て

実
存
の

深
み

を

照
ら

す
と
と

も
に

救
い

の

現
生

性
に

関
わ
る

点
で

重
要
で

あ
る

。

ま
た

、

光
号
因
縁
で

は

親
鸞
浄
土
教
に

お
け
る

仏
道
成
立

の

契
機
と

し
て

光
明
が

取
り
上

げ
ら
れ
て

い

る
。

救
済
と
し
て

の

は
た
ら

き
だ

け
で

は

な
く、

仏

道
成
立

の

要
因
と

す
る
と
こ

ろ

に

親
鸞
に
お
け
る

多
様
な

光
の

は
た

ら
き
を
見
る

こ

と

が
で

き
る

。

五
つ

め
は
、

聞
光
力

、

香
光

荘
厳
の

語
に

み
る

感

官
に

展

開
す
る

光
で

あ
る

。

こ

れ
ら

の

用
語

は
、

厳
密
に

経
典
に

基
づ

く
も
の

で
、

受
け
手
の

感
覚
的
ク
オ
リ
ア

で

は

な
い

。

「

信
文
類
」

に
も

触
光
柔
軟
の

願
が

引
用
さ
れ
、

真
仏

弟
子
の

在

り
方
を

規
定
し
て

い

る

が
、

感
官
に

関
わ

る
光
の

表
現
は、

実
体
化
さ
れ

る

も
の

で

は

な
く

「

衆
生
ヲ

仏
道
ニ

イ

ラ
シ

ム

ル
」

（

『

浄
土
和

讃
』

）

は

た

ら

き
と

し
て

み
る

べ

き
で

あ
る
。

六

つ

め

は
、

広
略
相
入
に

み
る

光
で

あ

る
。

こ

こ

で

は

親
鸞
浄
土

教
に

お
け
る

光
の

成
立

根
拠
が
示
さ
れ
る

と
と

も
に

、

限
定
さ
れ

る
こ

と
の

な

い

光
の

原
意
が

明
ら
か

に
さ
れ
て

い

る
。

　

親
鸞
浄
土

教
に

お
け
る

光
の

問
題

で

特
徴
的
な
こ

と
は
、

親
鸞
が

光
を

色
、

形
、

言
葉
な

ど

で

具
象
的
に

表
現
し
て

い

る

こ

と
で

あ
る

。

上

下
の

賛
銘
が

親
鸞
自
筆
の

専
修
寺
本
「

紺
地

十
字
名
号
」

「

黄
地
十

字
名

号
」

、

妙
源

寺
本
「

光
明

本
尊
」

の

中

幅
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

控
え
め

に

細
い

波

状
、

地

色
そ
の

も
の

を

光
と

見
立
て

る
、

広
巾
の

波
状
と

い

っ

た

三

様
の

光
が

具
象
化
さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で

は

光
は
、

画
一

化
さ
れ

ず
に

仄
か

に

形

象
化
さ
れ
て

い

る
。

さ

ら

に

親
鸞
は

、

言
葉
と

し
て

「

歸
命
盡
十
方
无

碍

光
如
来
」

「

南
无

不
可
思
議
光
如
来
」

「

南
无
不
可
思

議
光
佛
」

と
い

っ
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